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磁気水の評価

神奈川大学理学部化学科 大石不二夫

神奈川大学理学部化学科 志賀 忠宏

1

1.1背 景 一

磁気水 とは磁場 中に流す ことで、水 中のクラスターが小 さくなった水のことである。通

常水をフレミングの法則に従い磁場に垂直に流すことで、H+と0一 は磁場 と水流に垂直

な方向で互いに反対の方向に屈折 させ られ、クラスターは秩序を乱され、小 さいクラスター

へ分割 され る。磁気水の特性 として流動性が大 きい(生 体に吸収 されやすい)、 溶解力が

大きい、還元性 が強い、残留塩素を減 らすなどがある。磁気水 の効果 として植物の成長促

進、水道配管の赤錆止め、水道水の雑菌などが知 られ、その一部はすでに実用化 されてい

る。

1.2研 究 目的

実際に磁場に通 した水のクラスター変化 を測定す る。 さらに磁気水が生物 に対 してどの

ような ・どの程度の影響を及ぼすのかを観察す る。

1.3ク ラスター につ いて

クラスター とは分子や原子が2個 以上結合 した集団のことである。特 に水の中に一番多

く存在す る とされてい る水分子21個 で質量数378か らなるクラスターをマジ ックナ ンバー

クラスター と呼ばれる。マジックナンバークラスターの構造はFigl-3の よ うに環状5量 体

(5つの酸素が水素結合で しているもの)だ けでできていて、12面 の五角形で閉ざされた構

造 となる(3箇 所で水素結合 している)。 きれいな構造ではなく、多少歪んだ構造を してい

る。閉ざされた構造を しているため解離 し難 く、寿命が長い。 かごの中に1個 の水分子が

入 り込んでいる。マジックナンバークラスターはイオン化質量分析による実測でも最 も多

く存在する。
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1.4研 究計 画
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o
イオン化 質量分析 か ら磁 気による水 のクラスター変化 の測定

育成 実験か ら磁気水 の生 体へ の影響 を観察す る

ICP質 量分析か ら水 の中の金属 イオン ・有機物変化 を測定す る

ここでの磁気水 とは磁 化装 置:ス ルー ウォー ター ■'(Fig.2.3)に 通 した水 の ことを示 す。

2.1イ オ ン化質量分析 法

目的 水の中のクラスター変化 を測定する。

実験 純水お よび磁気水 についてイオ ン化質量分析を行った。

環境 室内(温 度25±1℃ 、湿度50±10%)

測定条件(水 の温度):23±0.5℃

2.2カ イ ワ レ大根 を用 いた栽培実験'

目的 磁気水 が植物の育成 に対 し、どの程度の影響があるのかを評価す る。

実験 種子10粒 ずっを水道水お よび磁気水で10日 間栽培 し、発芽率 と成長 の高 さを測定

した。

第1其月7/19～7/28

第2期8/7～8/16

環境 室 内.(平 均温度25.5℃ 、平均湿度65%)

水量 磁気の効果 を考え一 日1～2度 乾燥の程度 に合わせて一定量与えた。

2.3測 定 装 置

1.磁 化 装 置

・スル ー ウォー ターII

ネ オ ジ ウム磁 石(4300ガ ウス ×12個)

2.ク ラス ター測 定装 置

・イオ ン化質 量分 析装 置

Fig.2.3ス ル ー ウ ォ ー タ ーII
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2.4イ オ ン化 質量 分 析

2.4.1特 徴

大気圧 の励 起 アル ゴ ンを用 い て液体表 面 でイ オ ンを生成 させ る極 めて ソフ トなイ オ ン化

法 で あ り、液 体 中の クラス ター をイオ ン と して観 測す るこ とがで きる。 イオ ン化 部 をFig2-

4-1に 示 す。

2.4.2原 理

Fig.2.4.2.1の よ うに励起 アル ゴン(Fig.2.4.2.2)に よ.り1つ の クラス ター か ら1つ の電子

が削 ぎ と られイ オ ン化 され る。 イオ ン化 質 量分析 はプ ラスイオ ンを測 定す るた め、生 じた

電 子 を試 料 ホル ダー(注 射針)(Fig.2.4.2.3)に プ ラス のチ ャー ジ をか けて 吸収 させ 、反

対 にプ ラ スイ オ ンを弾 きpinhole(Fig.2.4.2.2)へ 導入 させ る。 電 場 が かか っ たpinhole中

でイ オ ンは加 速 ・収束 され 、検 出器 に導入 され 測定 され る。

Fig.2.4.2.1イ オ ン 化 概 略
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Fig.2.4.2.3試 料 ホル ダー

ア ダプ ター に よ り溜 め を作 る。 また 温 度 セ ン

サ ー に よ り任 意 の 温度 で測 定 す る こ とが で き

る。
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2.4.3 、温 度 上 昇 に よ る水 の ク ラス ター の 変 化.

温 度 に よ る水 の クラヌ ター の変 化 の様子 をFig.2.4.3に 示す 。
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温度 が低 い とク ラス ター は壊れ に くい ため 、.質量数 の大 きな ク ラス ター が 中心 に構 成 さ

れ てい る。 温度 が 高 ぐな るにつれ 、 ク ラス ター が壊 れ 、質 量数 の小 さな ク ラス ター を 中心

に構成 され てい る。

この よ うにク ラス ター は温 度 に よって大 きな変化 を示す 。 塵 ・
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3.実 験 結 果

3.1イ オ ン化 質 量 分 析;

純 水 、磁 気水 よ り測定 され たマ ススペ ク トル をFig.3.1.1、Fig.3.1.2に 示す 。 また比 較

として測 定 した天然 水 のマ ススペ ク トル をFig.3.1.3に 示 した。

彬Z{m一 窪ひω §C酬創㌔1尋!2m隔 τε鑑111NTE【1一膿 導ε験F!$騨 描 噸博訓

Fig.3.1.1純 水 の マ ス ス ペ ク トル

質量379の21個 の水分子クラスター

を中心に構成 されている。
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Fig.3.1.2磁 気 水 の マ ス ス ペ ク トル

質量343の19個 の水分子クラスター

を中心に構成されている。
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Fig.3.1.3比 較 天 然水 のマ ススペ ク トル

質量307の17個 の水分子グラスター を中

心に構成 されている
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3.2カ イ ワ レ大根 育 成 実験

カ イ ワ レ大 根 の 発 芽 率 結 果 、 成 長 の 高 さ結 果 、

Fig.3.2.2、Fig.3.2.3に 示 した。
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3.2.3比 較 写 真

Flg3-2-3-1第1期 栽 培 比 較

Flg3-2-3-2第2期 栽 培 比 較
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3、3考 察 ・ま とめ

考察

・イオ ン化質量分析

磁気の効果により大きなクラスターが分解 し、マススペ ク トルが質量数の小 さいほ うに

シフ トしていることが確認 できた。

・カイワレ大根栽培実験

磁気水の方が発芽率、成長の高さともに高 くなった。

磁気 によりクラスターが小 さくなることを確認 し、またカイワレ大根栽培実験において

も小 さい クラスタ0が 原因 とは断言できないが磁気によ り何 らかの効果 ・影響があると思

われ る。

4.今 後の課題 　

1.イ オン化質量分析

マススペク トルの再現 性の問題、磁気の効果時間の問題 は今後装置に磁石を直接つけて

測定を行い、よ り正確 に磁気の効果(ク ラスターの変化、効果時間)を 確認す る。

2.カ イワレ大根栽培実験

成長にあた り小 さくなったクラスターが良いのか、または磁石 によって水道水中の鉄イ

オ ン等が変化 を起こしたのか、または栽培温度などクラスターではない要因も考 えなけれ

ばいけない。今後は水 の分析を行い金属元素 ・有機物等の変化 を測定 してい きたい。


